











































































































































































































































































































































































































時間 本時のねらい，テーマ 学習活動・学習内容 使用教材 評価の観点と方法
1 【学校周辺を歩いてみよう！】 ・学校周辺地域を大まかに把握するた ・2500分の1松戸 ・フィールドワーク
I ・景観観察や読図作図，記録の作成と めに地図記号をもとに定められた 市都市計画図 への取り組み
5 いったフィールドワークの手法を身につ 色で地図上を着色し，土地利用図を (2006年発行） ・地図作業への取り
けるとともにそれを通じて以下の能力 作成する。 ・ワー クシー ト 組み
等を獲得する。 ・学校周辺地域の地理的諸事象を注 ・ワークシートの記
① 地理的諸事象を地図と照らし合わ 意深く観察しながら，授業者の側で 述内容
せながら匝接観察する能力。 指定した3つのルー トを歩く。 •発表内容と態度


















6 【学校周辺の地形図を読みとろう!(1)】 ・地形図を読み取ることで，学校と駅と •国土地理院発 ・地形図作業への取
•松戸市を事例に一定の規則に従った の位置関係を把握し，距離を計測する 行 25,000分の り組み
地形図の読図方法を身につけるととも とともに通学路のルートを辿る。 1地形図「松 ・ワークシートの記
にそれを通じて以下の能力等を獲得 ・地形図を読み取ることで，学校周辺 戸」 (2005年発 述内容
する。 の海抜高度を求め，地形の特徴を確 行） •発表内容と態度








7 【学校周辺の地形図を読みとろう I(2)】 ・地形図を読み取ることで，戦後直後 ・地理調査所発 ・地形図作業への取
l •松戸市を事例に一定の規則に従った の松戸市の土地利用の状況を現在と 行 2万 5千分 り組み
8 地形図の読図方法を身につけるととも の比較の上で考察する。 の 1地形図 ・ワークシートの記
にそれを通じて以下の能力等を獲得 ・地形図より等高線を辿ることで，松戸 「松戸」 (1947 述内容
する。 市の地形の特徴について考察する。 年発行） •発表内容と態度
① 環境的相互作用，持続的開発など ・地形図より地名や集落形態，市街地 •国土地理院発 •他者の発表を聴く
の地理的概念。 の分布の特徴を読み取ることで，当時 行 25,000分の 態度
② 戦後直後の松戸市の地理的特性 の松戸市の地理的特性について考 1地形図「松
について自然環境・社会環境との 察する。 戸」 (2005年発
関係からの理解。 ・地形図より土地利用の特徴を読み取 行）










， 【学校周辺の地形図を読みとろう!(3)】 ・地図記号をもとに定められた色 • 国土地理院発 ・地形図作業への取
? •松戸市を事例に一定の規則に従った で地図上を着色し，高度経済成長 行 2万 5千分 り組み
10 地形図の読図方法を身につけるととも 期の松戸市の土地利用の状況を過 の 1地形図 ・ワークシートの記
にそれを通じて以下の能力等を獲得 去や現在との比較の上で考察す 「松戸」 (1967 述内容
する。 る。 年発行） •発表内容と態度
① 環境的相互作用，持続的開発な ・地形図より地名や集落形態，市街 • 国土地理院発 •他者の発表を聴く
どの地理的概念。 地の分布の特性を読み取ること 行 25,000分の 態度
② 高度経済成長期における松戸市 で，高度成長期当時の松戸市の地 1地形図「松
の地理的特性について自然環境・ 理的特性について考察する。 戸」 (2005年
社会環境との関係からの理解。 •松戸市内の各種施設の立地の理由 発行）
③ 学校所在地である松戸市の高度 について，歴史的背景や地理的諸 ・地理調査所発
経済成長期における社会的状況 条件との関わりから考察する。 行 2万 5千分
について歴史的背景との関わり ・地形図より象徴的な地名や各種施 の 1地形図
からの理解。 設を確認し，松戸市の特徴につい 「松戸」 (1947














i . 等高線の密な所を赤色で着色せよ。 i. 尾根を黄色で着色せよ。 ii.谷津を黄緑色で着色せよ。





























































































































































































































































































































































時間 本時のねらい，テーマ 学習活動・学習内容 使用教材 評価の観点と方法
1 【松戸市について様々な側面から調査 ・グループを編成し，グループごとに指定 ・市史， 県史， ・グループ内での作
I しよう！】 されたテーマ（地形，気候，歴史，人 市勢要覧など 業の様子
4 ・ポスターセッションを通じて，本 口，生活・文化，産業，他地域との結 の関連文献 ・ポスターの出来ばえ
校所在地である松戸市の概要につ びつき）に関する資料を図書館やイン ・インターネッ ・プレゼンテーショ
いて，様々な側面から理解する。 ター ネットから収集する。 ト検索資料 ン内容とスキルの
•松戸市の概要について，関連文献 ・グループごとに松戸市関連の文献資 ・模造紙 程度
を適切に読み取り，それを踏まえ 料の読み取りを行い，それに基づいて ・マジックペン • 他グループのプレ















5 【松戸市の抱えている課題を見いだ ・グルー プごとに2枚の写真に共通する ・筆者撮影の松 ・グループ内での作
( し，解決策を考えよう！】 テーマを考え，模造紙に記入する。 戸市内各地域 業の様子
10 ・写真の読み取りやフィールドワー ・グループごとに自分たちが考えたテーマ の写真 ・Web Mapの出来ば
ク，地形図作業の成果を踏まえ， とその根拠について発表する。 ・市史や県史， え
松戸市の抱えている課題に気づく。 ・写真から松戸市の抱えている課題 市勢要覧など ・ポスターの出来ば
・Web Mapの作成を通じて，諸課題 （住宅開発，少子高齢化，自然災 の関連文献 え
の因果関係を見出す。 害交通渋滞，ゴミ処理，景観問題， • 新聞記事 ・プレゼンテーショ
•松戸市の抱えている課題とその因 放射能汚染，市街地衰退化など）に ・国土地理院発 ン内容とスキルの
果関係について発見するために， ついて見出す。 行 2万 5千分 程度
作業，討論発表の一連のスキル ・写真から見出した諸課題を地図化し， の 1地形図 • 他グループのプレ
を身につける。 諸課題の空間的分布の特徴について 「松戸」 (1967 ゼンを聴く態度
•松戸市の抱える課題を踏まえ，そ とらえる。 年発行） ・ワークシートの記
の解決へ向けての手立てについて ・写真判読のみならず，フィールドワーク • 国土地理院発 述内容


























11 【松戸市活性化プランを打ち立てよ ・グループごとに提案した諸課題の ・模造紙 ・グループ内での作
( う！】 解決策を踏まえ，松戸市活性化の ・マジックペン 業の様子






な観点から思考し，判断する力を身 •他グループの発表を聴き，必要に応じ • 他グループのプレ





















14 【松戸市活性化プランを充実したもの •松戸市と同じ大都市圏の衛星都市の ・教科書 ・グループ内での作
? にしよう！】 性格を持った国内外他都市のまちづ ・資料集 業の様子
16 •松戸市活性化プランのさらなる充 くりプランについて，文献をもとに調査 ・地理学関係文 ・ポスターの出来ばえ
実のために国内外各都市におけ する。 献 ・プレゼンテーショ
る地域活性化の取り組みの事例を •他都市のプランと松戸市とのそれとを •他都市の市史， ン内容とスキルの
知る。 比較し，松戸市の優れている所，課 市勢要覧など 程度
•他都市の地域活性化への取り組み 題となる所をそれぞれ見出す。 の関連文献 • 他グループのプレ
を踏まえ， より充実した松戸市活 •他都市と松戸市の比較を踏まえた上 ホームページ ゼンを聴く態度
























































12)吉田剛 (2009): 公民教育と地理教育． 日本
公民教育学会編『公民教育事典』第一学習
社， pp.16-17.
13)泉貴久 (2006): 社会参加学習． 日本地理教
育学会編『地理教育用語技能事典』帝国書
院， p.131.







朝倉書店， pp.53-78. 泉貴久 (2008): 地球
市民育成のための地理教育のあり方ーカリ
キュラム開発へ向けての一試論ー．中等社会




pp.191-211. 荒井正剛 (2011): ニュージ一
ランドの中等部社会科学習と高等部地理学
習―市民性育成を重視する社会科地理教育












































































































































理学習の特徴ー．地理， 53(9), pp.89~95. 
33)開発教育で用いられているウェビングの手
法を用いて作成された系統図のことをいう。
あるテーマを切り口に，そこから連想する
事柄やキーワードを次々と書き加えていく
ことで，社会的諸事象相互の関連性に気づ
かせることをねらいとしている。詳細は，
次の文献に詳しい。開発教育協会 (2012): 
-99 -
『開発教育実践ハンドブックー参加型学習で
世界を感じる一改訂版』開発教育協会．
